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ホオベニオトヒメハゼ
Vanderhorstia puncticeps (Deng et Xiong, 1980)

KPM-NR 44933, 2011 年 6 月 4 日

KPM-NR 44939, 2011年6月18日（枠内）

ともに静岡県沼津市大瀬崎 , 水深 70 ｍ
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　2011 年 6 月 4 日、 ホオベニオトヒメハ

ゼの水中写真が著者の一人御宿により

初めて撮影されました。 本種は、 東シ

ナ海の中国沿岸で採集された標本を基

に、 1980 年に新種として記載されたハ

ゼ科の魚で、 2007 年には相模湾産の

1 個体と土佐湾産の 2 個体に基づきヤ

ツシハゼ属として再記載され、 ホオベニ

オトヒメハゼという標準和名が与えられま

した。 本種は生息水深が 60 ～ 123 ｍと

深く、 これまで生時の体色は知られてい

ませんでした。 第 1 背
は い き

鰭の先端に朱色

の縁取りがあることで周囲に生息する同

属のヒレナガハゼと区別できますが、 も

うひとつの特徴であり、 標準和名の由

来ともなった鰓
さいがい

蓋中央の 1 朱色斑は濃

かったり薄かったりと個体によって差が

ありました （写真個体では不明瞭）。 本

種の生態はほとんどわかっていません

が、 今回、 テッポウエビ類との共生が

確認されました （枠内写真）。 駿河湾

からの記録も初めてとなりますが、 もっ

と深い海底には多数生息しているのか

もしれません。


